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１ 夏秋キャベツ（７～１０月） 

  

 

１ 主な産地：群馬、長野、北海道 

 作付面積は、群馬は９９％、長野は１０１％、北海道は９８％。 

 生育状況は、群馬は、豪雪の影響で播種に遅れが生じたが、播種後の生育は

順調に推移し、定植作業開始は平年並みであった。今後は、長雨による病害

虫の発生が懸念される。また、８玉サイズ中心の出荷となるように前倒し出

荷を推進している。長野は、干ばつ・低温の影響でやや小玉傾向の見込みで

あったが、６月の降雨で回復傾向。現在の出荷比率は、２Ｌが３０％、Ｌが

６５％と前年並み。北海道は、４月末に降霜のあった地区で一部、植替えが

発生。また、６月の長雨の影響で定植が遅れた地区もある。全体的には、や

や遅れている状況。 

 出荷開始は、群馬は６月、長野は６月中旬、北海道は７月上旬。 

２ この先１ヶ月の気象予報は、平均気温は平年並みか高い、降水量は平年並みか

多い、日照時間は平年並みか少ない見込み。 

 

 

 
《今後の見通し》

７月 ８月 ９月 １０月

前年比  

 

 

１ 供給見通し 

 作付面積は、前年並みの見込み。長野は微増。 

 生育状況は、群馬は順調に推移、長野は干ばつ・低温の影響でやや小玉傾向

であったが６月の降雨で回復傾向、北海道は６月の長雨の影響で一部の地区

で定植が遅れ、また全体的に生育がやや遅れている。 

 出荷量は、期間を通じて安定した出荷が見込まれ、前年をわずかに上回る見

込み。 

２ 需要・価格見通し 

 価格は、前年、群馬等が生育の停滞や降雨の影響で入荷量が少なく高めで推

移したのに対し、本年は順調な出荷が見込まれるため、期間を通じて前年を

下回る見込み。 

 加工・業務用は、常に一定の原料確保が必要となるため、相場が高い時でも

市場から調達するが、市場価格が更に一定以上高くなった場合は、中国から

の輸入量が増加することが見られる。 

 

 
《今後の見通し》
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２ 夏だいこん（７～９月） 

  

 

１ 主な産地：北海道、青森、岐阜 

 作付面積は、北海道は９９％、青森は１０１％、岐阜は１００％。 

 生育状況は、北海道は、天候に恵まれ、播種作業は順調に進んだ。干ばつの

ため、地区によっては生育遅れが見られたが、６月の降雨で回復傾向。青森

は、春まきは播種作業および生育が順調で現在、出荷中。初夏まきは天候不

順の影響で播種時期に、ややバラつきが出ている。岐阜は、概ね順調に推移

している。 

 出荷開始は、北海道は６月中旬、青森は７月上旬、岐阜は６月中旬。 

２ この先１ヶ月の気象予報は、平均気温は平年並みか高い、降水量は平年並みか

多い、日照時間は平年並みか少ない見込み。 

 

 
《今後の見通し》

７月 ８月 ９月

前年比  

 

 

１ 供給見通し 

 作付面積は、前年並みの見込み。青森は微増。 

 生育状況は、北海道は干ばつの影響で一部、生育遅れが見られたが６月の降

雨で回復傾向、青森は春まきは順調に推移、初夏まきの播種時期にややバラ

つきが見られる、岐阜は順調に推移している。 

 出荷量は、期間を通じて安定した出荷が見込まれ、少なかった前年をかなり

上回る見込み。６月の降雨等の影響で８月に一時、出荷の谷間が出来る可能

性がある。 

２ 需要・価格見通し 

 価格は、前年は天候の影響から入荷量が少なめとなり、高めで推移したが、

本年は順調な出荷が見込まれるため、期間を通じて前年を下回る見込み。 

 加工・業務用は、冬場より需要は減少するものの、加工用のニーズは一

定量あり、今後も継続することが見込まれる。 

 

 

                      

《今後の見通し》
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３ たまねぎ（７～１０月） 

  

 

１ 主な産地：北海道、佐賀、兵庫 

 作付面積は、北海道は１００％、佐賀は９５％、兵庫は１０１％。 

 生育状況は、北海道は、定植は平年に比べ早く終了し、その後、干ばつ傾向

により生育が停滞したが、６月の降雨により回復し、生育は順調となってい

る。佐賀は、定植は順調に進んだが小玉傾向の見込み。兵庫は、中・晩生種

ともに玉肥大は順調となっている。作況は平年を大きく上回り、豊作であっ

た平成２３年度並みの見込み。 

 出荷開始は、北海道は８月上旬（極早生種）、佐賀は５月中旬（中生種）、兵

庫は６月中旬（中生種）。 

２ この先１ヶ月の気象予報は、平均気温は平年並みか高い、降水量は平年並みか

多い、日照時間は平年並みか少ない見込み。 

 

 

《今後の見通し》

７月 ８月 ９月 １０月

前年比  

 

 

１ 供給見通し 

 作付面積は、前年並みの見込み。佐賀は作付けが減少。 

 生育状況は、北海道は生育の停滞等があったものの回復し、７月中旬までは

おおむね順調に推移、兵庫は玉肥大が順調で平成２３年並みの豊作の見込

み。 

 出荷量は、府県産全体では昨年並みの見込み。佐賀は前進出荷となっており、

７月以降はやや少なめの見込み。出荷シェアの高い北海道は、不作であった

前年を大幅に上回る見込み。 

２ 需要・価格見通し 

 価格は、順調な出荷が見込まれることから、７月は府県産が豊作で入荷量が

多く安かった前年並み、８月以降は、北海道産が小玉傾向で入荷量が減少し

高めで推移した前年を下回る見込み。 

 加工・業務用は、仕入れ単価の抑制を求められる中で、剥きたまねぎは中国

産に一定の需要があり、国内価格が下がっても国内産へのシフトは限定的と

見られる。 

 

 

《今後の見通し》
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４ 秋にんじん（８～１０月） 

  

 

１ 主な産地：北海道、青森 

 作付面積は、北海道はホクレン１００％、北商１０８％、青森は９８％。 

 生育状況は、北海道は、天候に恵まれ、播種作業は順調に進んだ。その後、

干ばつの影響で発芽率低下や形状不良が心配されたが、６月の降雨で回復。

青森は、春まきは播種作業が順調に進み、その後、干ばつの影響で発芽不良

の圃場もあるが、それほど影響は見られない。 

 出荷開始は、北海道は７月中旬、青森は７月上旬。 

２ この先１ヶ月の気象予報は、平均気温は平年並みか高い、降水量は平年並みか

多い、日照時間は平年並みか少ない見込み。 

 

 

《今後の見通し》

８月 ９月 １０月

前年比  

 

 

１ 供給見通し 

 作付面積は、前年をやや上回る見込み。 

 生育状況は、北海道は干ばつの影響が心配されたが、おおむね順調に推移、

青森は春まきはおおむね順調、夏まきは６月の降雨の影響で一部の地区で播

種が遅れたことから出荷のピークが遅れる見込み。 

 出荷量は、期間を通じては前年をやや上回る見込み。なお、９月下旬以降に

一時、出荷の谷間が出来る可能性があるものの、ほぼ前年並みの見込み。 

２ 需要・価格見通し 

 価格は、順調な出荷となり、８月は産地の切り替わり時期となり入荷量が少

なく高かった前年を下回り、９月以降は入荷量が順調となり平年並みとなっ

た前年並みの見込み。 

 加工・業務用は、一部では中国産から国内産へのシフトがあるものの、歩留

まり等の関係もあり中国からの一定量の輸入は継続する。 

 

 
《今後の見通し》
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５ 夏はくさい（７～９月） 

  

 

１ 主な産地：長野、北海道、群馬 

 作付面積は、長野は１０３％、北海道及び群馬１００％。 

 生育状況は、長野は、梅雨入り後の降水量が多く、やや遅れ気味であるもの

の玉肥大が良く、大玉傾向となっている。北海道は、定植後の降霜、６月の

長雨等の影響はあるが、生育は順調に推移している。群馬は、２月の豪雪の

影響は少なく、播種から定植まで平年並みで推移。６月下旬の降雹被害によ

り、一部品質が低下している。 

 出荷開始は、長野は５月下旬、北海道は７月上旬、群馬は５月下旬。 

２ この先１ヶ月の気象予報は、平均気温は平年並みか高い、降水量は平年並みか

多い、日照時間は平年並みか少ない見込み。 

 

 

《今後の見通し》

７月 ８月 ９月

前年比  

 

 

１ 供給見通し 

 作付面積は、前年をやや上回る見込み。長野は秋作の作付けが微増。 

 生育状況は、長野は大玉傾向、北海道はおおむね順調に推移、群馬は順調に

推移しているが、６月下旬の降雹により一部、品質の低下が見られる。 

 出荷量は、期間を通じては前年をわずかに上回る見込み。長野の秋作の作付

けが増加していることから９月の出荷量が多くなる見込み。 

２ 需要・価格見通し 

 価格は、前年は加工・業務用原料が市場から調達されたことにより高い水準

で推移したが、本年は順調な出荷が見込まれることから、期間を通じて前年

を下回る見込み。 

 加工・業務用は、この時期は漬物や中華系の外食が需要の中心。 

また、本年は前年が市場からの原料調達に苦労したことから契約取引の割合

が高くなっている。 
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６ 夏秋レタス（６～１０月） 

  

 

１ 主な産地：長野、群馬、茨城 

 作付面積は、長野は１０３％、群馬及び茨城１００％。 

 生育状況は、長野は、定植時期の干ばつ傾向と６月の低温降雨が影響し、圃

場ごとの生育進度にバラつきが見られる。群馬は、２月の豪雪の影響により、

定植が遅れたが、その後の生育は順調。長雨の影響により、品質低下が見ら

れる。茨城は、播種開始は８月上旬、定植開始は８月中旬、出荷開始は１０

月上旬となる見込み。 

 出荷開始は、長野は６月中旬、群馬は４月中旬、茨城は１０月上旬。 

２ この先１ヶ月の気象予報は、平均気温は平年並みか高い、降水量は平年並みか

多い、日照時間は平年並みの見込み。 

 

 
《今後の見通し》

７月 ８月 ９月 １０月

前年比  

 

 

１ 供給見通し 

 作付面積は、前年並みの見込み。 

 生育状況は、長野は定植時の干ばつ、６月の低温・降雨の影響を受けている

ことから、今後の天候によって変動する可能性がある。群馬は順調となって

いるものの、長雨の影響により品質低下が一部で見られる、茨城は８月上旬

に播種が開始される見込み。 

 出荷量は、期間を通じては前年並みの見込み。 

２ 需要・価格見通し 

 価格は、順調な出荷が見込まれることから、７月は少雨の影響で入荷量が安

定せず高かった前年を下回り、８月は生育が回復し入荷量が多く安かった前

年を上回り、９月以降は順調な入荷量があった前年並みの見込み。 

 加工・業務用は、夏休みに入る７月下旬以降、ファミリーレストラン等の需

要が増加することもあり、安定供給の観点から輸入による一定量の対応を予

定しているところが見られる。 

 

 
《今後の見通し》

７月 ８月 ９月 １０月

前年比  
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その他、夏秋野菜全体の主な消費の動向等 

 

① 景気、天候等の要因による消費動向 

景気の好況感が感じられ、品質・価格のワンランクアップ商品の売れ行きや都心部での高単価商品の動きが良いなど、野菜は全体的に好調となっている。 

４月の消費税増税の影響については、３月のグロサリー関連の買いだめの影響から客数が減少したことに引きずられ、４月の１週目までは多少影響がみ

られたものの、２週目以降は影響が見られなくなっている。 

 

② 夏以降の消費を左右する要因、注目している要因 

エルニーニョ、梅雨明け時期、長雨等により消費にも影響がでるため、今後の天候を注視する必要がある。 

 

③ 主要６品目以外の野菜で、販売戦略として特に注目している品目の動向 

スナップエンドウ、ズッキーニ、マッシュルームは、毎年販売量が増加している。 

腎臓病患者を対象とした低カリウム商品（レタス等）は、百貨店を中心に販売量が増加している。 

マルシェ等では、コールラビ、スイスチャードなど珍しい野菜を取り扱うことにより、集客することができる。販売を拡大するためには、店舗側のメニ

ュー提案等の販売する力が重要である。 

水耕栽培のリーフレタスの販売量が増加している。 

今後、機能性成分に着目した食品・野菜（リコピン含有量の多いトマト等）の取り扱いを増やす意向がある。 

 

④ その他 

物流トラックにおける１日あたり運転可能時間（自動車運転者の拘束時間）が規制されるため、今後、物流ドライバーが不足して、遠隔地等からの野菜

の流通にも影響することが懸念されており、広域的な物流システムの整備が重要となってくる。また、長距離の場合は、２名のドライバーが必要となり、

輸送コストが高くなる。 

・一部の産地では農作業について外国人研修生の受け入れを行っていたが、希望者が減少していることから、今後の農作業への影響も一部で懸念される。 

 


